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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 10月 12日 (2007.10.12)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 即 ち 、 本 発 明 の 具 体 的 態 様 に お い て は 、 工 業 的 に 入 手 可 能 な あ る い は 種 々 の 手 法 に よ っ
て 合 成 の 可 能 な テ ト ラ ハ ロ ゲ ン 化 ペ ル フ ル オ ロ ア ル カ ン を か ら ＋ ２ ０ ０ ℃ の 範 囲
で テ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ン な ど の 有 機 溶 媒 中 、 触 媒 と し て 適 量 の ハ ロ ゲ ン 化 ア ル キ ル の 存 在 下
、 Ｍ ｇ ， Ｚ ｎ ， Ｃ ｄ ， Ａ ｌ ， Ｃ ｕ ， Ｎ ａ ま た は Ｌ ｉ な ど の 金 属 と 反 応 さ せ 、 脱 ハ ロ ゲ ン 反
応 を 行 う こ と に よ っ て 高 収 率 で α ， ω － ペ ル フ ル オ ロ ア ル カ ジ エ ン を 得 る も の で あ る 。 吸
湿 性 が 高 く 、 分 解 し や す く 、 か つ 高 価 な 有 機 金 属 化 合 物 を 使 用 し な い こ と か ら 、 安 価 で 大
量 生 産 に 適 し た 製 造 方 法 で あ る と 共 に 作 業 性 及 び 安 全 性 の 向 上 も 図 れ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 触 媒 と し て 用 い ら れ る ハ ロ ゲ ン 化 ア ル キ ル は 、 一 般 式 ； Ｒ Ｘ で 示 さ れ 、 Ｘ は 塩 素 、 臭 素
、 ヨ ウ 素 の い ず れ か 、 Ｒ は 直 鎖 状 、 分 枝 状 、 あ る い は 環 状 の ア ル キ ル 基 ま た は ア リ ー ル 基
で 示 さ れ る 化 合 物 の 中 か ら 選 ば れ る 。 触 媒 と し て 使 用 さ れ る ハ ロ ゲ ン 化 ア ル キ ル の 量 は 、
原 料 の テ ト ラ ハ ロ ゲ ン 化 ペ ル フ ル オ ロ ア ル カ ン 類 に 対 し て ０ ． ０ ５ 当 量 か ら ０ ． ５ 当 量 の
範 囲 内 で 行 わ れ る 。 ０ ． ０ ５ 当 量 で は 触 媒 効 果 が 低 く 、 満 足 す る 収 率 で 目 的 物 を 得 る
こ と が で き な い 。 逆 に ０ ． ５ 当 量 に 触 媒 の 量 を 増 量 し て も 得 ら れ る 効 果 は 同 様 で あ り 、
コ ス ト 面 か ら ０ ． ５ 当 量 以 下 が 望 ま し い 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 反 応 温 度 は 、 か ら ＋ ２ ０ ０ ℃ の 範 囲 内 で 行 わ れ る 。
　 上 述 の 有 機 溶 媒 中 で 、 金 属 と ハ ロ ゲ ン 化 ア ル キ ル と を 加 え 、 加 熱 ま た は 沸 騰 還 流 を 行 う
こ と で 前 述 式 （ ２ ） か ら 式 （ １ ） の ペ ル フ ル オ ロ ア ル カ ジ エ ン 類 を 製 造 す る 。
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